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I では世界貿易とそこにおけるアジアの位置を簡単にみておく。 E ではASEAN 諸国の70年
代と 80年代の貿易構造の変化を商品別・国別に検討する。本稿では同ーの商品区分を用いるこ







(1) 本稿での ASEAN 諸国には，インドネシア，マレーシア，フィリピン，タイの 4 か国が含まれる。
またアジアNIES は，香港，韓国，シγガポーノレ，台湾からなる。
(2) 新保博彦 rASEAN 諸国の輸出志向工業化と日米多国籍企業J Ií龍谷大学経済経営論集』第30巻第





生じた。 ASEAN 諸国の個別の検討に入る前にこの点について概観し， ASEAN 諸国の貿易




は1970年の289億ド、ルから80年には4787億ドルに 16.6 倍になった。その結果， OPEC とそれ
以外の諸国， とりわけ非OPEC発展途上国との聞に著しい貿易不均衡が発生した。この石油
価格の上昇は，他の 1 次産品価格の上昇もひきおこし，石油を除く 1 次産品の輸出の年平均増
加率も 16.2% とかなり高かった。
しかし1980年をピークにして石油をはじめとする 1 次産品価格は下落しはじめ，その状態は
今日まで続いている。 80年代の輸出の年平均減少率はその他の 1 次産品で1. 3%，石油では9.5
%に達した。







途上国の 1 次産品輸出比率は1970年には82.4%であった。 70年代には石油価格の上昇があった
ためにその比率の低下はなかったが， 86年には55.1%まで下落した。これに対して途上国の工






(3) この UNCTAD による表なども利用しながら世界貿易全体の動向を分析できる資料としては次
の文献がある。奥村茂次他編『データ世界経済』東大出版会， 1990年。
(4) 新保博彦「技術集約的製品の貿易の急増とその不均衡の拡大」大阪市立大学経済研究所『季刊経済
研究』第13巻第 1 号， 1990年 6 月を参照。
一一 52 一一






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































まず立では， 1970, 80, 87(86)の 3 つの年度をとって， ASEAN 諸国の貿易構造の歴史的
変化の過程を検討していこう。
貿易については投資とは異なって世界的に統ーされたコードにもとづく統計がある。しかし












まず商品を SITCによって次のように区分し完;食料は 0 ， 1 , 22, 4 の合計である。農
産物原材料は 2 から22， 27, 28を控除したものである。石油を除く鉱産物は27 ， 28, 68の合計
である。これら 3 区分と 3 の石油をあわせたものが 1 次産品合計となる。工業製品は， S 1 T 
C の 5 と 7 の合計の技術集約的製品と， 6 と 8 の合計から68を控除したその他工業製品に区分
した。そして技術集約的製品についてはその内訳として，事務機械 (S 1 TC改訂版では714 ，
改訂第 2 版では75) ， 電気機械 (S 1 TC改訂版では72，改訂第 2 版では76 と 77の合計)を示




とりあげた年度はすで、に述べたように1970 ， 80 , 87年度である。 1 次産品の貿易の分析をす
る際に80年を基準年とすることに対する批判がある。しかしその年が今日までの 1 次産品価格






まず表 II -1でマレーシアからみていこう。 1970年にマレーシアの 1 次産品輪出比率は92.6%





検討したうえでこのようにした。国際連合の『貿易統計年鑑11 ， GATTの International Trade, 
UNCTAD の Handbook of International Trade and Develoρment Statistics， 世界銀行の『世界
開発報告』などである。
(9) 平島成望編 r 1 次産品問題の新展開』アジア経済研究所， 1989年， Pii。
/ Ei-Mi ¥ 
(10) さらに，本稿でのデータを用いて，貿易特化係数の(一一一一一)や， グノレーベノレ， ロイドの産業内¥ Ei十MiJ
(r.. Xi+Mi一 IXi-MiI 1 ^ ^ ¥ 貿易指数\Biニ Xi-Mi ・ 100) は容易に計算できる。 Gr山el， H. G. & Lloyd. P. J. , 







表 11-1 マレーシアの貿易構造 (単位: 100万ドル〉
1970 1980 1987 
輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 1, 401 1, 687 10, 764 12, 945 12, 679 17(,l 921 (100) (100) [22.6] (100) [22.6] (100) [2.4] (100) (4.8] (100り
l 次産品計 583 1, 562 3, 533 10, 467 2, 998 10, 813 (41. 6) (92.6) (19.7] (32.8) (21. 0] (80. 9) [ -2.3] (23. 6) [0. 5] (60. 3) 
食料 302 213 1, 274 1, 947 1, 408 2, 670 
農産物原材料 30 844 (50.0) 
200 4, 002 225 4, 024 
鉱物 82 381 425 1, 319 420 547 
石油 169 124 1, 634 3, 199 945 3, 572 
工業製品計 797 .110 7, 140 2, 436 9, 553 7, 063 (56.9) (6.5) [24. 5] (6. 3) [36.3] (18. 8) [4. 2] (75. 3) [16. 4] (39. 4) 
技術鰍揃製品 493 39 5, 115 1, 567 7, 020 4, 938 (35.2) (2.3) [26.4](47.5) [4. 7] (12. 1) [ 4. 6] (5. 4) (17.8] (27. 6) 
(事務機械) ( 6) ( 1) (66) ( 2) (159) (31) 
(電気機械) (64) ( 5) (3, 443) (14.9 9.9 (22.1 
その他工業製品 304 71 2, 025 869 2, 533 2, 125 
(繊維衣料) (83) (11) (333) (330) (519) (868) 
そのイ也 21 15 91 42 128 45 
(注) ( )は総合計を 100 とする構成比， ( )は各期間の年平均増加率。
(出所) United Nations, Commodity Trade Statistics, various issues. 
1 次産品の内容をみてみると， 1970年には農産物原材料の輸出だけで全輸出の 2 分の 1 を占













たが， 87年には5.1億ドノレの黒字になっている。このような状態は他の ASEAN 諸国にはみら
れない。電気機械は今やマレーシアのリーディング産業になっているといえるだろう。
マレーシアとともに工業化の著しい展開がみられるのがタイである。表 n -2でみるようにタ









表 11-2 タイの貿易構造 (単位: 100万ドル〉
1970 1980 1987 
輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 1, 293 710 9, 455 6, 505 12, 972 11, 660 (100) (100) (22.0) (100) (24.8) (10) (4. 6) (100) (8.7)(100) 
l 次産品計 275 634 4, 049 4, 619 3, 561 5, 535 (21. 3) (89. 3) (30.9) (42. 8) {2. 0) (71. 0) (-1. 8) (27. 5) (2.6) (47. 5) 
食料 70 359 494 2, 996 675 4, 311 (50.6) (46. 1) (37.0) 
農産物原材料 45 170 327 716 674 954 
鉱物 47 100 348 866 475 185 
石油 113 5 2, 880 41 1, 737 
工業製品計 966 38 4, 798 1, 627 8, 830 6, 018 (74. 7) (5.4) (17.4) (50. 7) (45. 6) (25. 0) (9.1) (68.1) (20.5) (51. 6) 
技術集約的製品 627 6 3, 403 437 6, 031 1, 583 (0.8) (18. 4) (53.5)(6.7) (8.5) (46. 5) (20. 2) (13. 6) 
(事務機械) ( 7) (一) (42) ( 3) (416) (155) 
(電気機械) (105) (ー) (631) (335) (1, 460) (973) 
その他工業製品 339 32 1, 395 1, 190 2, 799 4, 435 (18.3) (10. 5) (21. 6) (20. 7) (38. 0) 
(繊維衣料) (88) ( 9) (177) (596) (504) (2, 148) 
その他 52 38 608 259 581 107 
」ー
(注) ( )は総合計を 100 とする構成比， ( Jは各期間の年平均増加率。













以上の 2 国とはっきりと異なるのが，次の表 n -3でみるインドネシアである。インドネシア
は1986年においても 1 次産品輸出比率がなお82.0%である典型的な 1 次産品輸出国である。い
うまでもなくその大部分は石油であり， 86年に石油だけで全輸出の56.1%を占めている。 80年
代に入ってからの石油価格の大幅な低下によって石油の輸出はほぼ半減し， 86年の輸出全体も














収支の改善は顕著で， 80年の18.4億ドルの赤字が86年には 4.2 億ドルの黒字になった。徐々に
ではあれインドネシアの貿易構造にも変化がもたらされているのである。
(12) タイ独自の工業化戦略としてのNAICについては，末康他，前掲書(注11) を参照。






表 11-3 インドネシアの貿易構造 〈単位: 100万ドル〉
1970 1980 1987 
輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 892 1, 055 10, 834 21, 909 10, 718 14, 805 (100) (100) [28.4) (100) [35. 4) (100) ( -0.2) (100) [-6. 3) (100) 
l 次産品計 176 1, 039 3, 773 21, 378 2, 776 12, 136 (19. 7) (98.5) [35. 9) (34. 8) (35.3) (97. 6) ト5.0)(25. 9) [ -9.0) (82. 0) 
食料 132 206 1, 374 1, 676 769 2, 009 
農産物原材料 10 367 382 3, 098 440 1, 143 
鉱物 19 120 263 859 460 674 
石油 15 346 1, 754 15, 745 1, 107 8, 310 (32.8) (71. 9) (56. 1) 
工業製品計 715 12 7.036 499 7.902 2, 639 (80.2) (1. 1) [25.7) (64. 9) [45. 2] (2. 3) [2. 0) (73. 7) [32.0) (17.8) 
技術集約的製品 419 9 4, 890 191 6, 009 323 (0.9) [27.9] (35. 7] (0. 9) [3.5) [9.2) (2. 2) 
(事務機械) ( 7) (ー) (40) (ー) (112) (ー)
(電気機械) (52) (ー) (592) (97) (675) (16) 
その他工業製品 296 3 2.146 308 1, 893 2.316 [40. 0] (15. 6) 
(繊維衣料) (107) ( 2) (221) (144) (196) (829) 
その{也 1 4 25 32 40 30 
〈注) ( )は総合計を 100 とする構成比， ( Jは各期間の年平均増加率。









フィリピンの 1 次産品輸出は80年代における価格の低下の影響をまともに受けている。 1980




表 11-4 フィリピンの貿易構造 (単位: 100万ドル〉
1970 1980 1986 
輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 1, 210 1, 060 8, 295 5, 788 5, 394 4, 842 (100) (100) (21. 2) (100) (18. 5) (100) (-6. 9) (100) (-2.9) (100) I 
l 次産品計 382 978 3, 432 3, 646 1, 783 2, 038 (31. 6) (92. 3) (24. 6) (41. 4) (14. 1) (63. 0) (-10. 3) (3. 1) [-9.2) (42.1) 
食料 136 466 648 2, 062 554 1, 271 
農産物原材料 60 273 177 349 159 227 
鉱物 41 222 249 1, 185 150 474 
石油 145 17 2, 358 50 920 66 
|工業製品計 824 79 3, 942 1, 221 2, 380 1, 496 (68. 1) (7.5) (16.9) (47.5) (31. 5) (21. 1) (-8.1) (4.1) (3. 4) (30. 9) 
技術集約的製品 568 6 2, 769 217 1, 617 676 (0.6) [17. 2) (43. 2) (3. 7) (-8.6) (20. 9) (14. 0) 
(事務機械) (12) (一) (53) ( 1) (33) ( 5) 
(電気機械) (65) (一) (328) (75) (343) (379) 
その他工業製品 256 73 1, 173 1, 004 763 820 
(繊維衣料) (26) ( 6) (154) (354) (217) (335) 
l その他 4 921 921 1, 231 1, 308 (15. 9) (5. 0) (2. 8) (6.0)(27.0) 
(注) ( )は総合計を 100 とする構成比， ( Jは各期間の年平均増加率。













2. ASEAN 諸国の 1 次産品貿易
ASEAN 諸国の貿易構造は固によってかなりの相違があるとはいえ，工業製品の輸出の比
重は急速に上昇してきている。ところで 1 次産品の輸出についてもその内容を詳しく検討して
いくと，かなり大きな変化がおきつつあることがわかる。ここでは ASEAN 諸国の 1 次産品
輸出を改めて SITC3桁の品目別にみていきたJ!?
表 II -5は ASEAN 諸国の 1 次産品輸出を SITC3 桁の品目別に， 1970, 80, 87 (86) 年
の 3 つの年度について金額の多いものから 5 品目とりだして一覧にしている。 3 つの年度の 5
品目すべてをとりだしたので，この表に掲げられる品目はマレーシアとインドネシアで 7 つ，




























表 11-5 ASEAN諸国の 1 次産品輸出の品目別内訳 (単位: 100万ドル〉
インドネシア マ レー シア
1970 1980 1986 1970 1980 1987 
原 油(331)(333) 308 11, 671 4, 593 原 油(331)(333) (66) 3.083 2521) 4 (29.6) (54.6) (37.8) (29.5) (23. 
天然ガス (341)(341) ( -) 2, 881 2, 776 原 木(242)(247) 210 1, 203 1, 697 (13.5) (22.9) (13.4) (15.7) 
コーヒー (071)(071) 66 (658) 822 天然ゴム (231)(232) 563 2, 122 1, 554 (6.8) (36.0) (20.3) (14.4) 
天然ゴム (231)(232) 249 1, 174 713 植物油(422)(424) 101 1.388 1, 341 (24.0) (13.3) 
石油製品(332)(334) (38) 1, 179 691 天然ガス (341)(341) ( 1) (ー) 726 
原 木(242)(247) 103 1, 554 ーす ず(687)(687) 329 1, 152 (338) (7.3) (2l. 1) 
卑金属(283)(287) 111 (10. 7) 
(408) (301) 材 木(243)(248) 67 (618) (703) 
上位 5品目計 837 18, 459 9, 595 上位 5 品目計 1, 270 8, 948 7, 832 (80.6) (86.3) (79. 1) (8l. 3) (85.5) (72.4) 
7 品目計 875 19, 525 9, 896 7 品目計 1, 337 9, 566 8,28. 73 (84. 2) (91. 3) (81. 5) (85.6) (9l. 4) (82.1) 
1 次産品計 1, 039 21, 378 12, 136 l 次産品計 1, 562 10, 467 10, 813 (100) (100) (100) (100) (100) (100) 
フ イ ピ ン タ イ
1970 1980 1986 1970 1980 1987 
植物油(422)(424) 98 567 334 米 (042) (042) 121 953 883 (15.6) (16.4) (19. 1) (20. 6) (16.0) 
果 実(05 1)(057) (26) 250 207 野 菜(054)(054) (14) 745 804 (10.2) (16. 1) (14.5) 
銅 (682) (682) ( 1) (一) 182 天然ゴム (231)(232) 108 603 799 (8.9) (17.0) (13. 1) (14.4) 
貴金属(285)(289) ( 1) 239 140 魚類調製品(032)(037) (一) (87) 555 
l 果実調製品(053)(058) 27 (115) 133 甲殻類(031)(036) (16) (192) 508 
674 卑金属(283)(287)1 (20~7) (18. 5) (122) す ず(687)(687) 78 555 (92) 
齢、 糖(061)(061) 198 657 (103) メ イズ(044)(044) 89 352 (150) (20.2) (18.0) (14.0) 
原 木(242)(247) 238 (92) (24. 3) 
(27) 野菜調製品(055)(056) 59 (72) (131) 
上位 5品目計 763 2, 387 996 上位 5品目計 455 3, 208 3.549 (78.0) (65.5) (48.9) (71. 8) (69.5) (64.1) I 
8 品目計 791 2, 594 1, 248 8 品目計 485 3, 559 3.9221 (80.9) (71. 1) (61. 2) (76.5) (7. 1) (70.9) 
1 次産品計 978 3, 646 2, 038 l 次産品計 634 4, 619 5, 535 (100) (100) (100) (100) (100) (100) 
(注〉 品目名の後の( )の左側は SITC 改訂版，右側は SITC 改訂第 2版のコードである。この 2つのコードが必ら
ずしも正確に対応していない場合がある。
(注) ( )は各合計を 100 とする構成比。
(出所) United Nations, Commodity Trade Statistics, vanous issues. 
- 62-
ASEAN 諸国の貿易構造と日米との貿易関係
表 11-6 ASEAN諸国の 1 次産品輸出の加工度の変化 (単位: 100万ド、ル)
インドネシア マレーシア フィリピン タ イ
魚類 1970 4 32 2 16 
(03-032) 1980 210 79 107 215 
(03-037) 1987 325 97 144 618 
魚類調製品 1970 1 (20.0) 1 ( 3.0) 
(032) (037) 1980 1 ( 0.5) 46 (36.8) 31 (22.5) 87(28.8) 
1987 5 ( 1. 5) 72(42.6) 53(26.9) 555(47.3) 
合計 1970 5 33 2 16 
(03) (03) 1980 211 125 138 302 
1987 330 169 197 1, 173 
タ イ フィリピン タ イ
野菜 1970 14 果実 1970 26 2 
(054) (054) 1980 745 (05 1, 052) 1980 250 15 
1987 804 (057) 1987 207 44 
野菜調製品 1970 59 (80.8) 果実調製品 1970 27 (50.9) 3(60.0) 
(055) (056) 1980 72( 8.8) (053) (058) 1980 115 (31. 5) 89(85.6) 
1987 131(14.0) 1987 133 (39. 1) 204(82.3) 
合計 1970 73 合計 1970 53 5 
1980 817 1980 365 104 
1987 935 1987 340 248 
インドネシア マレーシア インドネシア フィリピン
原油 1970 308 66 銅鉱石 1970 191 
(331) (333) 1980 11 , 671 3, 083 (2831) (2871) 1980 126 546 
1987 4, 593 2, 514 1987 171 90 
石油製品等 1970 38(11.0) 57(46.3) 銅製品 1970 l( 0.5)1 
(33 -331) 1980 1, 189( 9.2) 107( 3.4) (682) (682) 1980 2 ( 1. 6) 
(33-333) 1987 908 (16. 5) 323 (11. 4) 1987 1 ( O. 6) 182 (66.9) 
合計 1970 346 123 合計 1970 192 
(33) (3) 1980 12, 860 3, 190 1980 128 546 
1987 5, 501 2, 837 1987 172 272 
インドネシア マレーシア フィリピン タ イ
材木 1970 105 278 253 1 
(24) (24) 1980 1, 816 1, 832 283 3 
1987 281 2, 410 141 33 
木材製品 1970 29 ( 9.4) 43 (14.5) 2 (15. 4) 
(63) (63) 1980 74( 3.9) 214 (10.5) 186 (39.7) 67 (95. 7) 
1987 1, 140 (80. 2) 337 (12. 3) 120(46.0) 144 (81. 4) 
合計 1970 105 307 296 13 
1980 1, 890 2, 046 469 70 
1987 1, 421 2, 747 261 177 
(注) 品目名の後の( )の左側は SITC 改訂版，右側は SITC 改訂第 2版のコードである。この 2 つのコードが必ず
しも正確に対応していない場合がある。
(注) ( )は各合計を 100 とする構成比。

















3. アジア NIES との比較










アジア NIES の工業製品輸出比率は， 1987年には香港だけでなく，韓国や台湾も90%をこ
えた。シンガポーノレも 65.5%まで上昇している。 ASEAN 諸国ではタイの51. 6%が最も高く，
(15) アジアNIES の各国別の貿易構造については次の文献もあわせて参照されたい。











輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 1, 983 835 22, 243 17, 489 (100) (100) (27.3) (100) (35.6) (100) 
1 次産品計 897 194 12, 629 1, 759 (45. 2) (23. 2) (56. 8) (10. 1) 
工業製品計 1, 086 641 9, 570 15, 661 (54. 8) (76.8) (24.3](43.0) (37.7) (89. 5) 
技術集約的製品 753 73 6, 799 4, 309 (8. 7) (24. 6) (50.4) (24. 6) 
(事務機械) 9) 3) 162) 88) 
(電気機械) 133) 44) ( 1, 506) 
その他工業製品 333 568 2, 771 11, 352 (64. 9) 
(繊維衣料) 128) 298) 435) ( 5, 160) 
その他 44 69 
(注) ( )は総合計を 100 とする構成比， ( Jは各期間の年平均増加率。




輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 1, 524 1, 428 19, 667 19, 783 (100) (100) (29. 1) (100) (30. 1) (100) 
1 次産品計 558 340 9, 601 2, 392 
工業製品計 962 1, 087 10, 030 17, 387 (63. 1) (76. 1) (26.4) (51. 0) (31. 9) (87. 9) 
技術集約的製品 688 272 7, 348 5, 384 (19. 0) (26. 7) (34.8) (27. 2) 
(事務機械) 22) ( 178) ( 208) 
(電気機械) ( 155) ( 177) (1, 672) (3, 256) 
その他工業製品 274 815 2, 682 12, 003 
(繊維衣料) ( 410) ( 302) (4, 216) 
その他 4 l 36 4 






41, 017 47, 207 
(9.1) (100) (15. 2) (100) 
14, 687 3, 620 
(35. 8) ( 7.7) 
26, 164 43, 536 
(15. 5) (63. 8) (15. 7) (92. 2) 
18, 711 18, 226 
(15. 6) (2. 9) (38. 6) 
866) ( 1, 599) 
( 5, 378) ( 9, 200) 
7, 453 25, 310 
(53.6) 





34, 167 53, 190 
( 8.2) (100) (15. 2) (100) 
10, 707 4, 365 
22, 580 48, 822 
(12.3) (6. 1) (15.9) (91. 8) 
16, 619 18, 568 
(12. 4) (19. 3) (34. 9) 
( 950) (3, 893) 
(5, 153) (8, 432) I 
5, 961 30, 2541 
(801) (9, 091) 
880 3 
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表 11-9 香港の貿易構造 〈単位: 100万ドル〉
1970 1980 1987 
輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 2, 905 2, 514 22, 091 19, 704 48, 503 48, 502 (100) (100) (2. 5) (100) (22.9) (100) (11. 9) (100) (13. 7) (100) 
l 次産品計 920 178 5, 342 1, 491 7, 924 3, 675 
工業製品計 1, 980 2, 329 16, 570 17, 955 40, 274 44, 367 (68. 2) (92. 6) (23.7) (75. 0) (22.7) (91. 1) (13. 5) (83. 0) [13.8) (91. 5) I 
技術集約的製品 716 386 6, 631 4, 511 16, 524 13, 6671 (15. 4) (24. 9) (27.9) (22.9) [13. 9) (17. 2](28. 2) 
(事務機械) 17) 7) 501) 533) ( 1, 236) ( 1, 835) 
(電気機械) 249) 231) ( 2, 406) ( 2, 560) ( 7, 278) ( 7, 346) 
その他工業製品 1, 264 1, 943 9, 939 13, 444 23, 750 30, 700 (63.3) 
(繊維衣料) 543) 974) ( 3, 682) ( 6, 750) (10, 687) (16, 405) 
その他 5 7 179 258 305 460 
(注) ( )は総合計を 100 とする構成比， ( Jは各期間の年平均増加率。
〈出所) United Nations, Commodity Trade Statistics. various issues. 
表 11ー10 シンガポールの貿易構造 (単位: 100万ドル〉
1970 1980 1987 
輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 2, 461 1, 554 24, 003 19, 375 32, 557 28, 686 (100) (100) (25. 6) (100) (28. 7) (100) [ 4.5) (100) ( 5.8) (100) 
1 次産品計 1, 027 1, 080 10, 771 9, 627 10, 059 8, 225 
石油 332 360 6, 960 5, 593 5, 961 4, 639 (23.2) (28.9) (16.2) 
工業製品計 1, 381 428 12, 920 8, 344 21, 985 18, 794 (56. 1) (27. 5) (25. 1) (53. 8) (34.6) (43.1) ( 7.9) (67~ 5) (12. 3) (65. 5) 
技術集約的製品 688 213 8, 410 5, 846 15, 045 14, 297 (13. 7) (28.4) (39. 3) (30. 2) ( 8.7) (13.6) (49. 8) 
(事務機械) 11) 13) ( 229) ( 160) (1, 523) (3, 355) 
(電気機械) ( 160) 62) (2, 829) (3, 111) (6, 787) (6, 681) 
その他工業製品 693 215 4, 510 2, 498 6, 940 4, 497 
(繊維衣料) ( 288) 85) (1, 000) ( 797) (1, 880) (1, 631) 
その他 53 46 312 1, 404 513 1, 667 
〈注) ( )は総合計を 100 とする構成比， ( Jは各期間の年平均増加率。























ことが，アジアNIES の輸出志向工業化を急速に展開させた重要な要因の 1 つであるといえ
るだろう。一方， ASEAN 諸国でもインドネシアを例外としてこの比重はやはり高い。とく
に最近技術集約的製品の輸出が増大しているマレーシアやタイで、は，この比重がそれぞれ80.7






(16) 技術集約的製品の世界貿易と， 日本，アメリカ，アジア NIES のその製品についての相手国別貿
易に関しては，新保，前掲論文〈注 4) の1， m を参照されたい。
ここで，筆者は日本，アメリカ，アジアNIESからなる新たな成長の極の形成が，同時にその内
部での著しい不均衡の蓄積であることを明らかにした。
(17) エレクトロニクス製品の定義と， 日本，アメリカ，アジア NIES のその製品についての相手国別

























がともに 7 億ドル台にまで増加した。電気機械などの産業の貿易におけるアジアNIES と
ASEAN諸国との聞の格差は以上のようになおかなり大きし、。しかし今日の ASEAN 諸国の
これらの産業に対する直接投資ラッシュは，現在のこの格差を固定的にしておくことはないだ
ろう。そしてそれは ASEAN 諸国の貿易構造の特徴を一層アジアNIES のそれに近づけて
いくにちがし、なし、。





そのうえで，アジアNIES との相違に注目しながら， ASEAN 諸国の工業化の特徴を最後
に要約しておく。まず第 1 に， ASEAN 諸国の 1 次産品輸出比率はなおある程度高い水準を維
(18) 資本財の定義とそれが技術集約的製品全体に占める意味と比重，そして日本，アメリカ，アジアN
IES のその製品の相手国別貿易に関しても，新保，前掲論文〈注 4) の E を参照されたい。
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持していくだろうということである。たしかに ASEAN 諸国の 1 次産品輸出比率は，工業製
品の輸出の増大によってまだ低下していくだろう。しかし今日 ASEAN 諸国が輸出している
商品には国際競争力をもっ重要なものがあり，価格水準の回復によってその輸出額の増大をも
たらすことは予測できる。 1 次産品輸出比率がただちにアジアNIES のように10%以下にな
るとは考えられなし、。したがって ASEAN 諸国にとっては，これらの 1 次産品輸出をどう安
定的に増大させていくかも重要な課題である。 1 次産品輸出の増大は工業化の円滑な進展を可
能にする条件にもなりうる。





































ところで， ASEAN 諸国の 1 次産品貿易の最も重要な相手国は，工業製品貿易の場合とは異
なって日本である。インドネシアの全 1 次産品輸出のうち対日輸出が占める比重は， 1986年で


















での赤字をうめあわせているだけでなく 1987年には 7.6 億ドルの黒字となっている。アメリカ






表 III-1 マレーシアの相手国別貿易 (単位: 100万ドル〕
1980 1987 
アメリカ 日 本 アメリカ 日 本
輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 1, 622 2; 118 2, 466 2, 954 2, 377 2, 971 2, 747 3, 504 (15. 1) (16.4) (22.9) (22.8) (5. 6) (18. 7) (5. 0) (16. 6) (1. 6) (21. 7) (2.5) (19. 6) 
1 次産品計 181 1, 338 117 2, 808 175 451 109 3, 084 (5.1) (12.8) (3.3) (26.8) (5.8) (4.2) (3.6) (28.5) 
!食料 118 133 42 138 128 195 28 174 
|農産物原材料 25 176 20 946 29 145 23 1, 260 
隊物 33 177 48 401 14 29 50 208 
同油 5 852 7 1, 323 4 82 8 1, 442 (40.4) 
~業製品計 (l1,94. 16 764 2, 345 144 2, 183 2, 515 2, 632 415 8) (31. 4) (32.8) (5.9) (22.9) (18. 6)(35. 6) (1. 7)(27. 6) (5.9) 
陣術集約的製品 1, 275 672 1, 635 74 1, 957 1, 973 1, 932 276 (42.9) (32.0) (16. 6)( 40. 0) (2.4)(27.5) 
(事務機械) ( 17) ( 1) ( 16) (ー) 44) 10) 
(電気機械) (658) (654) (331) ( 63) (1, 299) (1, 857) ( 770) ( 192) 
その他工業製品 141 92 710 70 226 542 700 139 
(繊維衣料) ( 9) ( 35) ( 74) ( 20) 8) ( 363) 87) 43)1 
その他 25 16 4 2 19 5 6 5 
(注) ( )とく 〉は，この国の，それぞれの全輸出入額(表 ][-1 参照〉に対する構成比， [ J は 7 年間の年平均増
加率。











タイは食料を中心とする 1 次産品を輸出する国である。日本に対する 1 次産品輸出も， 1 次





表 III-2 タイの相手国別貿易 (単位: 100万ドル〉
1980 1987 
アメリカ 日 本 アメリカ 日 本
輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 1, 574 823 1, 952 982 1, 620 2, 168 3, 377 1, 734 (16.6) (12.7) (20.6) (15. 1) (0. 4) (12. 5) (14.8) (18. 6) (8. 1) (26. 0) ( 8.5) (14. 9) 
1 次産品計 285 501 94 841 270 627 166 1, 240 (18.2) ( 3.3) ( 5.7)( 2. 4) 
陸料 103 146 22 298 122 471 64 783 (18.2) (14.8) 
陸産物原材料 115 55 20 422 99 103 27 396 
隊物 45 299 42 119 35 6 54 58 
同油 22 l 10 2 14 47 21 3 
II業製品計 989 274 l3,88. 31 111 1, 240 1, 521 3, 144 476 (20.6) (16.8) (38.2) (3.3)(14.0) (27.7)(25.3) (8.0)(35.6) 
陣術集約的製品 868 85 1, 217 14 1, 051 390 2, 261 141 (19.5) (35.8) (24. 6) (37.5) 
(事務機械) ( 9) (一) ( 13) (ー) ( 76) ( 47) ( 7) ( 15) 
(電気機械) (254) ( 83) (179) ( 1) (598) (313) (379) ( 14) 
その他工業製品 121 189 614 97 189 1, 131 883 335 (29. 1) 
(繊維衣料) ( 5) ( 82) ( 62) ( 41) ( 8) (421) ( 74)1 ( 82) 
その他 300 48 27 110 20 18 
L一一一一一 」一一
(注) ( )とく >は，この国の，それぞれの全輸出入額(表 IT-2 参照〉に対する構成比， [ J は 7年間の年平均増
加率。
(出所) Umted Nations, Commodity Trade Statistics, various issues 
貿易を全体としてみると，タイは石油輸入国であるので，貿易黒字は決して多くなし、。















表 111-3 インドネシアの相手国別貿易 〔単位: 100万ド、ル〉
1980 1986 
アメリカ 日 本 アメリカ 日 本
輪入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 1, 409 4, 303 3, 413 10, 792 1, 482 2, 901 3, 128 6, 644 (13.0) (19.6) (31. 5) (49.3) (0.8) (13. 8) (-6.4) (19. 6) ( -1.4) (29. 2) (-7.8) (4. 9) 
1 次産品計 440 4, 267 241 10, 750 331 2, 258 105 6, 390 (50.3) (-10. 1)(18. 6) (-8.3)(52. 7) 
食料 240 290 90 264 169 308 15 436 
農産物原材料 159 403 66 1, 054 114 343 38 94 
鉱物 12 2 71 398 23 34 458 
石油 29 3, 572 14 9, 034 25 1, 606 18 5, 402 (57.4) (65. 0) 
工業製品計 959 32 3, 172 41 1, 150 643 3, 022 245 (13. 6) (6.4) (45. 1) (14.6) (64.9)(24.4) ト0.8)(38.2)
技術集約的製品 757 12 2, 159 8 971 22 2, 137 1 (6.3) (44.2) (10. 6)( 6. 8) ( -0.2)( 35. 6) 
(事務機械) ( 9) (ー) ( 10) (一) ( 36) (一) ( 42) (一)
(電気機械) ( 53) (一) (283) ( 1) ( 60) ( 1) (235) (一)
その他工業製品 202 20 1, 013 33 179 621 885 234 
(繊維衣料) ( 1) ( 9) ( 80) ( 9) ( 28) (316) ( 67) ( 24) 
その他 10 4 l l 。 9 
(注) ( )と< >は，この国の，それぞれの全輸出入額(表1I -3参照〉に対する構成比， C J は 6 年間の年平均i曽
加率。
(出所) United Nations, Commodity Trade Statistics, various issues. 
また，インドネシアの 1 次産品貿易は， 1986年に93.6億ドルの黒字となっているが，これも
また ASEAN 諸国の中では最も多い額である。もちろんその大部分は石油輸出によるもので
ある。とくに 1 次産品輸出全体の52.7%，石油輸出の65.0%が向けられている日本に対する黒










米輸出である。それぞれの対米輸出増加率は5.9% と 7.6%で，他の ASEAN 諸国と比べると
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表 III-4 フィリピンの相手国別貿易 (単位: 100万ド‘ル〕
1980 1986 
アメリカ 日 本 アメリカ 日 本
輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 1, 957 1, 594 1, 651 1, 540 1, 342 1, 720 925 853 (23.6) (27.5) (19.9) (26. 6) (-6. 1) (24. 9) (1. 3) (35. 5) (-9.2) (17.1) (-9.4) (17. 6) 
1 次産品計 425 763 125 1, 299 307 486 77 587 (20.9) (3.6) (35. 6) (17.2) (-7.2)(23.8) (4.3) (-12.4)(28.8) 
陸料 298 600 31 341 247 460 17 266 
農産物原材料 93 42 31 140 38 21 28 75 
院物 20 121 41 805 14 5 21 220 
同油 14 22 13 8 1 26 
仁E業製品計 1, 070 393 1, 380 131 517 555 678 138 (27. 1) (32.2) (35.0) (10. 7) (-11. 4)(21. 7) (5.9)(37. 1) (-11. 2)(28. 5) (0. 9)(9. 2) 
陣術集約的製品 851 51 868 62 4151 196 434 65 (23.5) (31. 3) (25.2)(29.0) (26.8) 
(事務機械) ( 21) (ー) ( 14) (ー) ( 14) ( 1) ( 8) (ー)
(108) ( 38) ( 92) ( 1) (142) (136) ( 88) ( 23)1 
その他工業製品 219 342 512 69 102 359 244 73 
(繊維衣料) ( 14) (102) ( 34) ( 16) ( 7) (149) ( 32) ( 12) 
その他 462 438 146 110 518 679 170 128 (50.2) (47.6) (15.9) (42. 1) (7.6)(51. 9) (13.8) (2.6)(9.8)1 
(注) ( )と< >は，この国の，それぞれの全輸入額(表1I -4参照)に対する構成比， [ J は 6 年間の年平均増加
率。
















2. アジア NIES との比較
次にアジア NIES の工業製品の貿易構造を表 III -5"-'8のように相手国別にとらえたうえで，
ASEAN 諸国のそれと比較してみたい。























重は，これもまたすべてのアジア NIES で上昇している。アジアNIES の対日工業製品輸
入が全輸入に占める比重は低下しているが，そのうちでの技術集約的製品，さらにはそのうち
での電気機械と事務機械の製品は相対的に増大しているのである。







表 111-5 韓国の相手国別貿易 (単位: 100万ドル〉
1980 1987 
アメリカ 日 本 アメリカ 日 本
輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 4, 885 4, 624 5, 838 3, 031 8, 760 18, 364 13, 657 8, 420 (2. 0) (26.4) (26.2) (17.3) (8. 7) (21. 4) (21. 8) (38. 9) (12. 9) (3. 3) (15.7)(17.8) 
1 次産品計 2, 898 174 594 866 3, 599 426 841 2, 278 
ヒE業製品計 1, 959 4, 429 5, 239 2, 152 5, 120 17, 937 12, 790 6, 104 (20.5) (28.3) (54. 7) (13.7) (19. 6) (2. 1)(41. 2) (13. 6)( 48. 9) (16. 1)(14.0) 
技術集約的製品 1, 622 1, 285 3, 293 561 4, 026 8, 304 9, 163 1, 621 (29.8) (48.4) (30. 5)( 45. 6) [15. 7)( 49. 0) [16. 4) 
(事務機械) 65)1( 62)1( 78)1( ( 236) ( 877) ( 482) 80) 
(電気機械) ( 379) ( 752) ( 795) ( 275) (1, 156) (3, 761) (3, 156) 
その他工業製品 337 3, 144 1, 946 1, 591 1, 094 9, 633 3, 627 4, 483 
(繊維衣料) 33) (1, 201) ( 296) ( 887) (3, 665) ( 547) (2, 156) 
その{也 28 21 5 13 41 1 26 38 
(注) ( )と< >は，この国の，それぞれの全輸出入額(表 ][-7 参照〉に対する構成比， ( J は 7 年間の年平均増
加率。
(出所) United Nations, Commodity Trade Statistics, various issues. 
表II1-6 台湾の相手国別貿易 (単位: 100万ドソレ)
1980 1987 
アメリカ 日 本 アメリカ 日 本
輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 4, 654 6, 752 5, 327 2, 171 7, 531 23, 519 11, 727 6, 883 (23.7) (34. 1) (27. 1) (11. 0) ( 7.1) (2. 0) [19.5) (4. 2) (1. 9) (34. 3) [17.9) (12. 9) 
1 次産品計 1, 946 200 264 897 2, 676 516 899 2, 646 
工業製品計 2, 705 6.552 4.771 1, 261 4. 470 23.001 10.747 4,82. 36 (27.0) (37. 7) (47.6) ( 7.3) (19.8) (19.6)(47.1) [12.3)(47.6) [18. 9)( 8. 7) 
技術集約的製品 2, 314 1, 943 3.216 386 3, 324 8, 287 8, 002 1, 332 (36. 1) (43.8) [23. 0)( 4. 6) [13. 9)( 48. 1) [19.4) 
(事務機械) 78) ( 102)[( 70)1( 30) ( 254) (1, 944) (5028) > ( 180) (49.9 (52. 
(電気機械) ( 430) (1, 368) ( 921) ( 186) (1.074) (4, O784) : (2, 848) (590) (48. (55.3) 
その他工業製品 391 4, 609 1, 555 875 1, 146 14, 714 2, 745 2, 904 
(繊維衣料) 22) (1.269) ( 172) ( 344) 51) (3, 197) ( 348) ( 938) 
その{也 3 292 13 385 2 81 l 





表 III-7 香港の相手国別貿易 (単位: 100万ド‘ル〉
1980 1987 
アメリカ 日 本 アメリカ 日 本
輸入 輸出 輸入 輸出 輪入 輸出 輸入 輸出
総合計 2, 650 5, 150 5, 144 909 4, 141 13, 514 9, 224 2, 470 (12.0) (26. 1) (23.3) ( 4.6) ( 6.6) ( 8.5) (14.8) (27. 9) ( 8.7) (19. 0) (15. 4)( 5. 1) 
l 次産品計 693 117 359 238 953 299 470 522 
i工業製品計 1. 951 4, 985 4, 778 667 3, 169 13, 173 8, 730 1, 943 (1l. 8) (27. 8) (28. 8) ( 3.7) ( 7.2)( 7. 9) (14. 9)(29. 7) ( 9.O)(2l. 7) (16. 5)( 4. 4) 
院術集約的製品 1, 261 1. 175 2, 256 114 2, 248 2, 920 4, 924 326 (26.0) (34.0) (13. 9)(2l. 4) (1l. 8)(29. 8) (16. 2) 
(事務機械) ( 282) ( 321) ( 19)1 ( 8) ( 374) ( 617) ( 424) 65) 
(電気機械) ( 248) ( 774) ( 972)1( 51) ( 662) (2, 017) (2, 458) ( 129) 
その他工業製品 690 3, 810 2, 522 553 921 10, 253 3, 806 1, 617 
(繊維衣料) 74) (1, 895) ( 775) ( 216) 95) (5, 391) (1, 111) (810) 
その他 6 48 7 4 19 42 24 5 
(注) ( )と< >は，この国の，それぞれの全輸出入額〈表 II-9 参照)に対する構成比， [ J は 7年間の年平均増
加率。
(出所) United Nations, Commodity Trade Statistics, various issues. 
表 III-8 シンガポールの相手国別貿易 (単位: 100万ドル〉
1980 1987 
アメリカ 日 本 アメリカ 日 本
輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出
総合計 3, 383 2, 464 4, 283 1, 560 4, 788 6, 995 6, 676 2, 594 (14. 1) (12.7) (17.8) ( 8.1) [ 5.1] (14. 7) [16. 1) (24. 4) [ 6.5) (20. 5) [ 7.5)( 9. 0) 
l 次産品計 342 559 174 1, 188 406 549 274 1, 626 
石油 109 153 10 1, 001 94 259 68 1, 224 
工業製品計 3, 002 1, 825 4, 054 269 4, 253 6, 326 6, 264 765 (23.2) (2l. 9) (3l. 4) ( 3.2) (19.3) [19.4)(33. 7) [ 6.4)(28. 5) [16. 1)( 4. 1) 
技術集約的製品 2, 551 1, 526 2, 566 207 3, 492 5, 183 4, 689 574 (26. 1) (30.5) [19. 1)(36. 3) ( 9.0)(31. 2) [15. 7) 
(事務機械) ( 102)1 ( 69)1( 64)1( ( 561) (2, 119) ( 290) 
(電気機械) ( 735) (1, 076) (991)1 ( 73) (1, 315) (2, 501) (2, 444) ( 248) 
その他工業製品 451 299 1, 488 62 761 1, 143 1, 575 191 
(繊維衣料) 30) ( 163) ( 230)1( 12) 35) ( 615) ( 242) 14) 
その{也 39 80 55 103 129 120 138 203 
(注) ( )と< >は，この困の，それぞれの全輸出入額(表 II -10参照〉に対する構成比， [ J は 7 年間の年平均増
加率。






























以上のようなアジア NIES の相手国別の工業製品貿易と比較して ASEAN 諸国の相手国
別の貿易その特徴はどのようなものかをまとめておこう。
第 1 に，本節冒頭においても指摘したように，工業製品の全輸出に占める対米輸出の比重の





















あげてみると，この両国とアジア N 1 ES ，とくに香港やシンガポールとの共通点もしだいに
増大しつつある。したがってマレーシアやタイは工業化をすすめ，貿易構造を高度化させてい
くのにともなって，アジア NIESが今日抱えている課題に直面していくことになるだろう。
そのうちの最大の課題はいうまでもなく，日本とアメリカとの関係である。 ASEAN 諸国は
アジア NIES と同様に，日本のようなたえず資本財，中間財を供給する国を見出さなければ
ならないし，また輸出する商品を吸収し続けるアメリカのような巨大な市場を確保しなければ
ならないのである。それが可能であるかどうかは単に ASEAN 諸国の意思だけでは決まらな
い。アメリカと日本の経済がそれを許容しうる状態にあること，さらには国際的な商品と資本
の流れを支えるシステムが充分に機能することが必要なのである。
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